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(1)では、収益認識における期末注記の3つのポイントを、次の「相違点」という切り口で解説し、
(2)では、そのうち【相違点2】から導かれる最も重要なポイント（「企業の実態」にもとづく注記
の検討）を解説しました。

【相違点1】四半期注記との違い
【相違点2】従来の開示実務との違い
【相違点3】早期適用企業及びIFRS任意適用企業との違い

今回は、これらを踏まえて、収益認識基準等の重要な開示（表示と注記）の定めを確認し、注
記項目ごとの理解のポイントを解説します。また、「令和2年度有価証券報告書レビューの審査結
果及び審査結果を踏まえた留意すべき事項」（令和3年4月8日：金融庁企画市場局）のうち、
IFRS任意適用企業の収益認識の開示に関する改善提案事項を紹介します。
なお、本文は5分程度の短い時間で一読いただけるようにしており、図表を使って読者の理解が

深まるように工夫しています。

【凡例】
収益認識基準、会計基準、基準 ：企業会計基準第29号「収益認識に関する会計基準」
適用指針、指針 ：企業会計基準適用指針第30号「収益認識に関する会計基準の適用指針」
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期末において収益認識に関する注記を作成する際の留意点

次回以降は、順次公開予定

（1） 期末注記の３つのポイント
（2） 「企業の実態」にもとづく注記の検討とポジション・ペーパー
（3） 注記に関する重要な定めとチェックリスト
（4） 日本基準によるIFRS任意適用企業の注記事例分析
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1．収益認識の開示の定めチェックリスト（本稿末［資料］）

四半期注記と比較して、期末注記は項目が増加するため、まず、収益認識基準等の開示の定めのう
ち、期末の開示項目ごとに重要な定めを確認します。
重要な定めは、収益認識基準等の結論だけでなく、「結論の背景」にも記載されているため（基準

163、167、168、180、205、指針190、191、192等）、注記作成の実務で、読者が重要な基準の定め
を漏れなく確認できるような、重要な定めのチェックリストがあれば役立つと思います。
また、収益認識基準等では、「開示目的」という考え方が導入されており、何をどのように開示す

るかの判断が企業に求められるため、他社の注記例を一見しても、なぜ（どの定めや判断にもとづい
て）当該注記が行われているのか端的に判明しない場合もあり得ます。したがって、会計基準等の重
要な定めを明らかにしておくことは、自社の開示を検討するうえでは勿論、他社の注記例を参考にす
る場合にも有用です。
このような趣旨で本稿末の［資料］を作成しています。自社の開示を検討する際や、他社の開示例

を理解する（根拠となる定めや判断を推察する）際に、［資料］を活用していただければ幸いです。
重要な会計方針として記載することが要求される２項目以外については、前述のとおり「開示目

的」に照らして何をどのように記載するかの判断が各企業に求められます。本稿末の［資料］では、
収益認識の開示実務で特徴的な定め、すなわち、企業に判断が求められる定めをハイライトしていま
す。各定めの詳細は、適宜、基準又は指針の原文を確認してください。

期末において収益認識に関する注記を作成する際の留意点（3）
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なお、注記項目ごとの理解のポイントは、以下のとおりです。
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全般的事項
 従来の実務と異なり、「開示目的」という新しい考え方が導入されている。
 企業の実態に応じて、企業自身が「開示目的」に照らして注記事項の内容を決定することと

されている（「開示目的」に照らして重要性が低いと認められる注記事項は、記載しないこ
とができる）。

1．重要な会計方針
 重要な会計方針として、少なくとも開示すべき項目が、2つ定められている。
 2項目以外にも、重要な会計方針に含まれると判断した内容については、重要な会計方針と

して注記する（下記2．「（2）収益を理解するための基礎となる情報」参照）。
2．収益認識に関する注記
（1）収益の分解情報
 四半期ごとの開示が必要である。
 セグメント情報との関係が分かるようにする必要がある。
 分解の区分は、決算説明会資料等や指針が定める7つの例示を参考に決定する。
（2）収益を理解するための基礎となる情報
 5つのステップごとに、注記事項の例が定められている。
 ステップ1、2の「主要な事業における主な履行義務の内容」と、ステップ5の「当該履行義

務を充足する時点」が、すくなくとも重要な会計方針とすべき内容とされている。
（3）当期及び翌期以降の収益の金額を理解するための情報
ⅰ．契約資産及び契約負債の残高等
 増減表形式での注記は求められず、残高等を注記する。
 ただし、当期に認識した収益額のうち期首契約負債残高に含まれていた額、当期中の契約資

産及び契約負債残高の重要な変動、過去に充足（又は部分的に充足）した履行義務から当期
に認識した収益金額（取引価格の変動等）等も開示する必要がある。

ⅱ．残存履行義務に配分した取引価格
 期末時点で未充足（又は部分的に充足）の履行義務に配分した取引価格の総額を注記する。
 また、当該金額の収益認識見込み時期も、期間による定量的情報、又は定性的情報（不確実

性が高いため、合計金額と期間の概要を文章で説明する場合等）で注記する。
 実務上の負担を考慮して様々な便法が認められているため、その採用の可否を検討する必要

がある。
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2．金融庁の有価証券報告書レビューの審査結果

金融庁が毎年実施する有価証券報告書レビューでは、IFRS任意適用企業におけるIFRS第15号の開示
が、令和2年度の重点テーマ審査の一つとされ、その結果が令和3年4月8日に公表されています。日本
基準の期末開示においても大いに参考になると思われますので、その概要を紹介します。
前回『「企業の実態」にもとづく開示の検討とポジション・ペーパー』で、「主要な事業における

主な履行義務の内容」と「当該履行義務を充足する通常の時点」を例示として取り上げたのは、レ
ビュー結果の報告において、「主要な履行義務に関する情報」と「履行義務の充足時期」が、改善提
案事項の延べ件数の1位と2位であったこともその理由の一つです。
報告で提案された全般的な留意事項の概要は以下のとおりです。なお、内容の一部は日本基準に読

み替えており、また、提案の趣旨に照らして筆者が一部事例を追加しています。

また、項目別の留意事項も報告されており、それらは、IFRS第15号の定めを関連する日本基準の定
めに読み替え、【留】と付記して本稿末［資料］に記載しています。関連する日本基準と一緒にご一
読いただければ、期末注記の検討に役立てていただけると思います。
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項目 内容 備考
一貫性
のある
開示

個々の開示内容は基準に従った開示と
考えられる一方、項目間の関係性を読み
取れない事例が見られた。個々の開示要
求に対する形式的な対応にとどまらず、
関連する開示が全体として開示目的を達
成するための十分な情報となっているか
検討することが求められる。

（日本基準に読み替えた場合の改善の余地があ
ると考えられる例）
 履行義務に関する情報の説明と「収益の分
解区分」の区分が異なる。

 履行義務に関する情報とそれが「契約資産
及び契約負債の残高等」に与える影響の関
係性が明確ではない。また、どの履行義務
と関連する「契約資産及び契約負債の残高
等」であるかが明確ではない。

開示の
要否の
判断

基準で求められている開示を省略して
いるが、開示を省略する理由として適切
ではない事例があった。

（適切でない事例）
 特殊な履行義務ではないため
 業界慣行に従い処理しているため

重要性
の判断

重要性の判断は開示目的と共に考慮す
るべきであり、重要性がないとして要求
されている開示を省略する際には、その
省略によって開示目的の達成に必要な情
報の理解も困難になっていないかどうか
検討することが求められる。
また、重要性が乏しい事項について、

開示されている定量的情報等からその旨
を読み取ることができない場合は、重要
性が乏しいことが分かるように簡潔な説
明を加えることも有用と考えられる。

（留意すべき具体例）
 企業に対する顧客の支払条件の影響を受け
る重要な金融要素の有無

 「残存履行義務に配分した取引価格」にお
ける取引価格に含まれない変動対価の額等、
取引価格に含めていない金額（基準80-23）
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2．金融庁の有価証券報告書レビューの審査結果

本稿で解説したとおり、収益認識の注記は、企業の判断にゆだねられている部分が大きく、収益認
識の会計処理の検討とは別物と考えたほうがよいと思います。ただ、全く別物かというとそうではな
くて、会計処理の検討を踏まえて期末の注記を検討することになります。そのエッセンスを解説する
ためには、先行企業の開示事例の分析が最適であると考えました。
また、開示事例の分析は、数少ない2020年改正会計基準の早期適用企業よりも、IFRS任意適用企業

を対象としたほうが、実務上効率的で効果的ですが、その際には、IFRS第15号と日本基準の開示の定
めの違いに留意が必要です。
次回以降の日本基準によるIFRS任意適用企業の注記事例分析は、本稿末［資料］を参照しながらご

覧いただければ幸いです。

期末において収益認識に関する注記を作成する際の留意点（3）
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［資料］収益認識の開示の定めチェックリスト（1/8）

期末において収益認識に関する注記を作成する際の留意点（3）
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［資料］収益認識の開示の定めチェックリスト（2/8）

開示上、特に重要な判断が企業に求められる定めをハイライトしています。

期末において収益認識に関する注記を作成する際の留意点（3）
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［資料］収益認識の開示の定めチェックリスト（3/8）

開示上、特に重要な判断が企業に求められる定めをハイライトしています。
【留】は、令和2年度の金融庁レビュー結果におけるIFRS第15号注記の項目別留意事項を、日本基

準に読み替えて記載したものです。

期末において収益認識に関する注記を作成する際の留意点（3）
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［資料］収益認識の開示の定めチェックリスト（4/8）

開示上、特に重要な判断が企業に求められる定めをハイライトしています。
【留】は、令和2年度の金融庁レビュー結果におけるIFRS第15号注記の項目別留意事項を、日本基

準に読み替えて記載したものです。

期末において収益認識に関する注記を作成する際の留意点（3）
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［資料］収益認識の開示の定めチェックリスト（5/8）

【留】は、令和2年度の金融庁レビュー結果において、IFRS第15号の開示について示された項目別
の留意事項を日本基準に読み替えて記載したものです。

期末において収益認識に関する注記を作成する際の留意点（3）
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［資料］収益認識の開示の定めチェックリスト（6/8）

期末において収益認識に関する注記を作成する際の留意点（3）
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［資料］収益認識の開示の定めチェックリスト（7/8）

【留】は、令和2年度の金融庁レビュー結果において、IFRS第15号の開示について示された項目別
の留意事項を日本基準に読み替えて記載したものです。

期末において収益認識に関する注記を作成する際の留意点（3）
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［資料］収益認識の開示の定めチェックリスト（8/8）

以上

期末において収益認識に関する注記を作成する際の留意点（3）
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Mazarsは国際的な統合パートナーシップであり、監査、会計、アドバイザリー、税務、法務サービス*を専門
としています。90を超える世界の国と地域で業務を展開しており、すべての規模のクライアントをあらゆる
成長段階で支援するために、44,000人を超えるプロフェッショナルの専門知識を提供しています。そのうち、
28,000人超はMazarsの統合パートナーシップに属し、16,000人超はMazars North America Allianceを介して
います。
*適用国の法律で許可される場合

筆者略歴
高田 康行（タカタ ヤスユキ） 公認会計士
会計に加え、内部統制・コーポレートガバナンスと開示が専門分野。2022年2月にMazars有限責

任監査法人に入所し、会計監査を実施するとともにナレッジ・コミュニケーション推進室で活動して
いる。
主な著書に「収益認識のポジション・ペーパー作成実務 開示、内部統制等への活用」（中央経済

社2021年7月）、「内部統制におけるキーコントロールの選定・評価実務」（共著、中央経済社2010
年6月）、会計専門誌での収益認識基準、内部統制・コーポレートガバナンスに関する執筆多数。

法人紹介
Mazars有限責任監査法人 （https://jpn.mazars.jp/Home/node_727/Mazars）
グローバルに展開する日系上場企業への監査を主な得意分野とする、国内Top20規模の中堅監査法

人。世界中に44,000人以上の構成員を有するMazars のワン・ファーム・コンセプトのもと、90か国
以上にわたる広範かつ強固なパートナーシップに基づき、グローバル対応能力に長けた経験豊富なプ
ロフェッショナルが、シームレス、かつ、深度のある監査・保証業務を提供している。
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